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ミパルス CA19-9N（富士レビオ、東京、L 法）を用いた CA19-9値の低値例
（≦1.0 U/mL）では99％（115/116例）が Le（a-,b-）であることを、以前
報告した（医学検査、2014）。今回は、CA19-9低値例から Lewis 式血液型
Le （a-,b-）を推測する検討を、測定機器にアーキテクト i 2000 SR、試薬に
アーキテクト CA19-9 XR（アボットジャパン、東京、A 法）を用いて両者
を比較した。【対象と方法】（1）対象は2015年1月から3月に CA19-9測定依
頼のあった検体2169例のうち、A 法で CA19-9≦2.0 U/mL であった検体
179例において追加検討が可能であった101例である。これらの検体を L 法で
も測定した。A 法の測定下限は2.0 U/mL であったので、この研究では
CA19-9値の低値例を≦2.0 U/mL と定義した。 （2）L 法、A 法で CA19-9
≦2.0 U/mL であった検体で Lewis 式血液型を調査した。【結果】1） L 法で
CA19-9≦2.0 U/mL であったのは、89例であった。 2） A 法で CA19-9≦
2.0 U/mL であった101例の Lewis 式血液型は、Le （a-,b-）型： 78例（77
％）、Le （a-,b+）型： 23例（23％）であった。一方、L 法で CA19-9≦2.0 
U/mL であった89例の Lewis 式血液型は、Le （a-,b-）： 88例（99％）、Le













































































量（以下 QB）300ml/min で透析を行っている。NIPRO 社製透析モニター
HD-02（以下 HD-02）を用いて実血流量（以下 RQB）を計測したところ QB





用留置針 ArgyleTM メディカット TM セーフティカニューラ16・15G を使用。
16G 穿刺針（以下 N 群）と15G 穿刺針（以下 L 群）を使用した時に QB を
200、250、300ml/min に変更し HD-02を用いて RQB を測定した。また、
15G 穿刺針では QB350ml/min の RQB も測定した。その他に、抜針後の止
血時間については聞き取り調査を行い、痛みについては FPS を用いて評価し
た。【結果】QB200ml/min では両群共に RQB200ml/min。QB250ml/min
で N 群：236±9ml/min、L 群：245±15ml/min。QB300ml/min で N 群：
265±14ml/min、L 群：284±21ml/min。QB350ml/min で L 群：318±
22ml/min。止血時間は N 群：5.5±9分、L 群：5.5±4.5分。穿刺時の痛み
については N 群：0～2（全く痛くない～少し痛い）、L 群：1～2（ちょっと





















































GNRI、%CGR のデータを男性、女性、年代、透析歴、non-DM 群、DM 群、
ALB に分け相関係数を算出した。各相関係数はピアソンの相関係数検定を用
いて危険率5％未満を有意とした。【結果】全体：PWI と体脂肪量（r ＝
0.399、P ＜0.05）、n-PCR（r ＝0.360、P ＜0.05）、％CGR（r ＝0.397、P ＜
0.05）と相関を示したが、他項目では相関はなかった。相関詳細は、体脂肪
量：40～60歳群（r ＝0.627、P ＞0.05）、透析歴10年未満群（r ＝0.468、P ＜
0.05）、DM・男性群（r ＝0.540、P ＜0.05）、DM・ALB3.4以上群（r ＝
0.578、P ＜0.05）で相関。n-PCR：40～60歳群（r ＝0.547、P ＜0.05）、透析
歴10年未満群（r ＝0.453、P ＜0.05）で相関。％CGR：60～80歳群（r ＝
0.563、P ＜0.05）、non-DM・男性群（r ＝0.724、P ＜0.05）、non-DM・
ALB3.4以上群（r ＝0.669、P ＜0.05）、DM・ALB3.4以上群（r ＝0.605、P
＜0.05）で相関示した。【考察】ALB3.4g/dl 以上の男性で透析歴が10年未満
の患者群による有意な相関は見られたが、CTR や ECW/TBW、在宅血圧の
体水分が影響する項目に相関がみられず、PWI をDW 指標に使用するには限
定的な項目での相関のため有用とは言いにくい結果であると考えられた。
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